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学習成果の自己評価について（キャリア開発総合学科） 

 

学習成果の獲得状況については、基本的な評価の指標として、学習成果の自己評価、単位

取得状況、学位取得状況、資格試験や国家試験の合格率、就職率などを活用している(備付-

34,27)。その他、学生アンケートや雇用者への調査、卒業生アンケートなどを活用している

(備付-13,14,16)。 

学習成果の自己評価については、これまでは科目中心であったが、複数の科目の組み合わ

せによる領域を設定し、かつ、学生が自分の成長を把握しやすくするため、調査の間隔を、

令和元年度より従来の 1 年間毎から半年毎とした。 

以下の表は、令和 2 年度入学生の結果である。 

全学生が回答する「ヒューマンスキル」については(1)「計画、実行、点検を意識しての物

事へのとりくみ」、(2)「社会人としての基礎的マナー（挨拶、時間管理など）」(3)「パソコ

ンを使った標準的な文章作成」、(4)「資格取得、検定合格へのとりくみ」の項目を取り上げ

た。(1)と(2)は、それぞれについてレベル 1(L1) 「全くできない」、レベル 2(L2)「3 割でき

る」、レベル 3(L3)「5 割できる」、レベル 4(L4)「7 割できる」、レベル 5(L5)「8 割以上でき

る」の 5 段階評価とした。各系も同様の 5 段階評価とした。 

概観すると、全ての領域において 1 年次前期よりも 2 年次後期の平均は高い。学年が上で

あることと、自己評価の数値の高低に相関があることがうかがえる。全学生を対象とした「ヒ

ューマンスキル」については、(2)「挨拶、時間管理、責任感など、社会人に相応しい基礎的

なマナーを理解し、実行できますか」は、1年次に比して、2年次での向上の傾向が見られ、

授業内外を通しての日常的に充実したマナー環境が影響を与えているのではないかと推察

できる。これは、前年度と比較しても同様の結果であり、学内での取り組みが常時高い水準

で機能していることを反映していると思われる。更に(3)「PCを使って文章作成を行ったり、

プレゼンテーションを行ったりできますか」は、1 年次前期が低く、1 年次後期への向上が

顕著である。これは、1 年次前期の授業では、コロカ禍にあってオンライン授業などの割合

が増えており、対面とは異なる環境下で、やや、不自由な学びがあったためと想定される。 

製菓系は全般的には、1 年前期終了時点で 3.0 前後で 2 年次後期には 3.5 前後であるが、

グループでの協力を含めた総合的な力は 4.0 となった。観光系は全般的には、1 年前期終了

時点で学習内容にバラつきがあるものの、2年次後期には 3点台後半になり、順調に推移し

ていると言える。旅行会社のプランナーは、人数が少ないため、極端に低い点数が大きく反

映し、2.8 となった。カフェ・フード系は全般的には、1 年前期終了時点で 2.3 から 3.3 と

バラつきがあるが、2年次後期には概ね順当に数字を上げている。ファッション系は全般的

には、1 年前期終了時点で 3.0 前後から、2 年次後期には概ね順当に 4.0 以上へ数字を上げ

ている。これは、前年度と同様の傾向であり、技術的な向上を意識しやすいことが考えられ

る。スポーツ系は全般的には、1 年前期終了時点の 3.0 から、2 年次後期時点での 3.5 前後

と、順調に推移している。司書・公務員系は全般的には、1 年前期終了時点で 3.0 未満もあ

り低いが、2 年次後期には 3.5 以上となり順当に数字を上げている。ビジネス情報・金融系

は全般的には、1 年前期終了時点で 3.0 程度だが、2 年次後期には 3.7 程度へと順当に数字

を上げている。医療事務系は全般的には、1 年前期終了時点で 3.0 程度だが、2 年次後期に

は 3.4 から 4.0 へと概ね順当に数字を上げている。介護福祉系は全般的には、1 年前期終了
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時点で 2.8 から 3.2 と低いが、2年次後期には概ね 4.0 以上と数字を上げている。実習を中

心とした系の場合には、成果を実感しやすいものの、スポーツのように実感がダイレクトに

反映しやすい場合には、活動への負荷が強まった状態では、相対的にパフォーマンスの達成

度が下がってしまうのではないかと考えらえる。介護福祉士のように 2年かけ周到な教育を

行った場合には、高い成果になりやすいと考えられる。 

 

〈学習成果の自己評価 令和 2 年度入学生を対象に実施した調査〉 

 

ヒューマンスキル 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

(1)計画・実行・改善 3.3 3.4 3.6 3.6 

(2)挨拶、時間管理、責任感 3.6 3.7 3.8 3.9 

(3)PC による文書作成、プレゼン 2.9 3.5 3.7 3.9 

(4)資格取得、検定合格 3.3 3.5 3.7 3.6 

 

製菓系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

食品の成分、食品衛生 2.9 3.2 3.3 3.3 

菓子の文化・歴史、店舗の現状 2.3 2.8 2.7 2.0(n-少) 

材料、和洋菓子、パンの特性 3.0 3.2 3.0 3.7 

公衆衛生と衛生管理 3.3 3.4 3.0 3.3 

食材の特性と、仕事の意義 3.0 3.1 3.7 3.7 

グループでの協力と、流通状況 3.1 3.4 3.7 4.0 

 

観光系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

ホスピタリティの理解 3.4 3.8 3.8 3.6 

各セクションの役割 2.9 3.5 3.6 3.6 

多様化するブライダル 2.8 3.4 4.0 3.9 

観光全般の理解 3.4 3.3 3.4 3.3 

旅行会社のプランナー 3.4 3.1 3.0 2.8(n-少) 

 

カフェ・フード系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

食品成分、衛生、栄養、健康 2.3 2.8 3.2 2.9 

食文化、テーブルマナー 3.3 3.4 3.4 3.3 

外食・飲食産業の歴史・文化 2.3 3.3 3.2 3.3 



聖和学園短期大学 

 

3 

 

飲食サービス 3.3 3.3 3.5 3.5 

調理技術、飲料方法 3.0 3.4 3.9 4.1 

 

ファッション系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

アパレル業界と消費者ニーズ 2.8 2.9 4.1 4.2 

型紙と、衣服の作製 3.3 3.6 4.0 4.2 

ファッションショー 2.9 3.5 4.1 4.3 

メイクアップ 3.2 3.7 4.0 4.2 

ネイリスト 3.2 3.8 4.0 4.2 

 

スポーツ系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

スポーツの意義 2.8 3.0 3.4 3.4 

生活習慣病、介護の予防 3.1 2.9 3.3 3.5 

幼児から成人の発育発達課題 3.0 2.9 3.3 3.5 

運動心理学 3.0 2.9 3.3 3.8 

身体に関する基礎知識 2.9 3.2 3.3 3.6 

各種目の特性 2.9 3.1 3.3 3.5 

 

司書・公務員系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

生涯学習と図書館の歴史 3.0 3.4 3.4 3.5 

図書館サービス 3.2 3.4 3.4 3.5 

資料組織 3.0 3.4 3.4 3.5 

公務員の業務 2.8 3.2 3.7 3.8 

公務試験対策 2.7 3.1 3.5 3.7 

 

ビジネス情報・金融系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

業務・対人のスキル・知識 3.1 3.3 3.5 3.7 

スキルを活かした課題解決 3.1 3.3 3.6 3.8 

情報処理の理解 3.0 3.3 3.6 3.6 

情報処理スキルの課題解決 3.0 3.1 3.4 3.5 

資格検定対応 3.2 3.3 3.5 3.7 
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医療事務系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

基本的な体のしくみ 2.9 3.4 3.5 3.4 

医療保険制度 3.0 3.4 3.6 3.5 

個人情報と診療記録 3.4 3.7 3.7 3.9 

接遇マナー 3.4 3.5 3.7 4.0 

 

介護福祉系 1 年次前期 1 年次後期 2 年次前期 2 年次後期 

心身の機能、構造と老化 2.8 3.1 3.7 3.6 

介護福祉の理念 2.9 3.3 3.7 4.0 

対人援助の人間関係 3.2 3.4 3.9 4.3 

本人主体の支援の知識・技術 3.0 3.3 3.7 4.0 

知識の統合と問題解決 2.8 3.5 3.7 4.0 

倫理・教養と自己の介護福祉観 2.9 3.0 3.7 4.2 

 


